
1．はじめに

塗料・塗装の歴史を紐解くと，「人類は塗装が好きだった」
ことがわかる。元来，人間は「表現したい」という欲求をもっ
ている生物である。色については，とくに赤い色は神聖視さ
れ特別な思いがあったと思われる。BC15万～6万年にかけて
の旧人類ネアンデルタール人は赤土（酸化第二鉄）で身体彩画
をしていた。アルタミラ，ラスコで発見された壁画からもわか
るように，色彩を付与する鉱物（顔料）や植物（染料）を発見
し，これらを粉砕してバインダー中に入れたら上手く塗れるこ
とまで経験から知っていたようである。バインダーとして動物
の血や，膠

にかわ

，ピッチやタール，漆などが使用されていた。古代
人に，どうやってバインダーを見つけたのか聞いてみたいもの
である。恐らく，「そこにあった液体をいくつか使ってみて，
その中で，これがvery goodだった」とか，「これはかぶれて
困ったよ」，「煮たらこんなに粘くなって塗りやすくなった」と
か，日常会話が弾んだのであろうと，想像するだけでも楽しく
なる。
本講では，被膜を形成する樹脂が有機溶媒中に分子オーダー
で溶解している塗料用樹脂に焦点を当て，樹脂から見た塗料と
塗膜の分類法を述べた後，以下の項目を取り上げる。
（1） 溶剤系塗料用樹脂がどのように変遷して来たのかを，東京

タワーからスカイツリーに至る大型建造物の塗装系から眺
める。

（2） 下塗りに用いられるエポキシ樹脂について，硬化塗膜の橋
かけ構造を後述するジャングルジムの粗さに例え，エポキ
シ当量の選択でこの粗さを調製できることと，架橋間分子
量の求め方を示す。

（3） 塗料用樹脂として使用量が最も多いアクリル樹脂につい
て，選択するモノマー組成の基本的な見方を説明する。さ
らに，全体を通して，橋かけ塗膜を形成する樹脂配合の基
礎を反応基数の概念から解説する。

2．樹脂から塗料を見る

塗料は被塗物あっての存在で，どんな形状の被塗物をも被
覆しなければならない。そのためには次の2点が必要条件と
なる。
①塗れること（流動すること－液体）
②いつまでもドロドロしないで固まること（固体になること）
ここで大きな役割を果たすのが塗料中の樹脂成分である。塗

料分野では，樹脂成分のことを塗膜主要素，あるいはビヒクル
ポリマーとか，バインダーと呼んでいる。まず，樹脂成分は
表-1に示すように，3つの形態で提供されている1）。このうち
溶液型とは，樹脂成分が分子オーダー（50 nm以下）で溶解し
ている溶剤型塗料であり，本講のテーマである。分散型とは，
樹脂成分が溶媒中に粒子（一般に，100 nm以上）として分散
している塗料であり，ほとんどの水性塗料は表-1（d）エマル
ションⅠに，弱溶剤型塗料は（f）NAD（非水分散）に属する。
塗料の種類は沢山あるが，塗膜になったらチョコとクッキー

の2種類のみしかない。その様子を図-1に示す2）。（a）に示す
ように，チョコタイプの塗膜になる樹脂は，熱可塑性樹脂であ
り，塗料と塗膜状態で，樹脂の分子量が変わらない。溶剤が蒸
発するだけで塗膜になるので，塗膜から塗料にすることもでき
る。加熱することと溶剤中に浸漬することは同じ作用で，樹脂
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要　　　　旨

塗料の必要条件とは，流動し，被膜を形成することである。ここで大きな役割を果たすのが塗料中の樹脂成分である。溶剤型塗料
用樹脂の変遷を大型建造物の塗装系から概観した。次に，工業分野では橋かけ型塗料が一般的になっているので，2液型エポキシ樹脂
塗膜について架橋間分子量の求め方を解説した。最後に，塗料用樹脂として使用量が最も多いアクリル樹脂について，モノマー組成
の基本的な見方を説明した。
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